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学学会会発発表表等等 

（代表執筆者（先頭に氏名を記載）が所外研究者の

場合は、当該研究の共同研究者となっている所内研

究者にアンダーラインを記した。） 

 

＜一般学会＞ 

［微生物］ 

高橋由美，上原さとみ，和田紀乃，千葉隆司，横山

敬子，貞升健志：苦情品（グミ）から分離した好乾

性糸状菌の危害分析，第 50 回日本防菌防黴学会年

次大会，2023 年８月． 

 

村上 昂，井田美樹，小林真紀子，永田真理菜，山

梨敬子，浅山睦子，加藤 玲，樋口容子，坪井 治，

亘理 尭，横山敬子，貞升健志：国内流通キノコの

Listeria monocytogenes 汚染状況と病原性解析，第

166 回日本獣医学会学術集会, 2023 年９月． 

 

齊木 大，小西典子，尾畑浩魅，村上 昂，岡田若

葉，赤瀬 悟，門間千枝，横山敬子，貞升健志：サ

ルモネラ O 群型別不能株の遺伝子解析，第 44 回日

本食品微生物学会学術総会，2023 年９月． 

 

小西典子，尾畑浩魅，河村真保，村上 昂，小野明

日香，赤瀬 悟，前田雅子，浅山睦子，門間千枝，

横山敬子，貞升健志：COVID-19 流行下での腸管出

血性大腸菌による食中毒発生状況と分離株の特徴，

第 44 回日本食品微生物学会学術総会，2023 年９月. 

 

西野由香里，福井理恵，市川めぐみ，黒田寿美代，

山崎華恵子，横山敬子，貞升健志：食品および河川

水から分離された基質特異性拡張型 β ラクタマーゼ

（ESBL）産生大腸菌の解析，第 44 回日本食品微生

物学会学術総会，2023 年９月． 

 

小林真紀子，井田美樹，村上 昂，齊木 大，髙林

晃子，永田真理菜，樋口容子，横山敬子，貞升健

志：食肉等から分離された Staphylococcus argenteus

の NGS を用いた遺伝子解析，第 119 回日本食品衛

生学会学術講演会，2023 年 10 月． 

 

神門幸大, 村田理恵, 森 功次, 鈴木 淳, 貞升健志: 

東京都内で発生したアニサキス症事例（2019 年～

2022 年），第 34 回日本臨床寄生虫学会大会（宮

崎），2023 年 6 月． 

 

内谷友美、奥野ルミ、有吉司、田淵優里、久保田寛

顕、鈴木淳、貞升健志：同一患者から分離された莢

膜型 24F 及び 24B 肺炎球菌のゲノム解析，第 52 回

レンサ球菌研究会(宮城)，2023 年 7 月 

 

小林甲斐，久保田寛顕，神門幸大，水戸部森歌，有

吉 司，安中めぐみ，吉田 勲，長谷川乃映瑠，鈴

木 淳，貞升健志：都内のイヌ・ネコ由来 CTX-M

型 β ラクタマーゼ産生大腸菌のゲノム解析，第 166

回日本獣医学会学術集会(WEB 開催)，2023 年 9 月 

 

鈴木康規，石塚桃子，高木美羽，久保田寛顕，小林

甲斐，壁谷英則，佐々木由香子，角田 勤，髙井伸

二：野生獣糞便並びに市場流通シカ肉からの β ラク

タム系抗菌薬耐性腸内細菌目細菌の分離とその特性，

第 44 回日本食品微生物学会学術総会（大阪），

2023 年 9 月 
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石塚桃子，鈴木康規，高木美羽，久保田寛顕，小林

甲斐，壁谷英則，小野久弥，佐々木由香子，角田 

勤，髙井伸二：野生獣糞便並びに市場流通シカ肉か

らの黄色ブドウ球菌の分離と分離菌株の特性，第 44

回日本食品微生物学会学術総会（大阪），2023 年 9

月 

 

鈴木 淳：アニサキスによる食中毒：現状と課題，

第 41 回日本獣医師会獣医学術学会年次大会, 2023 年

12 月 

 

豊田千奈美, 小林あいり, 清水裕次郎, 武藤沙起里, 

風間  晴子 , 秋葉宏美 , 山内悠子 , 有吉  司：

Campylobacter fetus による特発性細菌性腹膜炎の 1

例, 第 18 回東京都医学検査学会(東京), 2023 年 12 月  

 

有吉 司，内谷友美，奥野ルミ，田淵優里，久保田

寛顕，鈴木 淳，貞升健志：抗菌薬存在下における

blaNDM-5 搭載 IncX3 プラスミドの経時的変化解析，

第 35 回日本臨床微生物学会総会・学術集会(神奈川)，

2024 年 2 月 

 

伊藤 仁，吉田 勲，長島真美，貞升健志：新型コ

ロナウイルスの分離株を用いた抗原定性検査キット

と抗原定量検査の比較検討, 第 72 回日本医学検査学

会（群馬（現地＆WEB 開催）），2023 年 5 月 

 

赤瀬 悟：カンピロバクター属菌の食中毒事例と予

防，日本防菌防黴学会第 50 回年次大会シンポジウ

ム 3（大阪），2023 年 8 月 

 

赤瀬 悟，小西典子，和田紀乃，岡田若葉，古田菜

摘，齊木 大，門間千枝，尾畑浩魅，横山敬子，貞

升健志：Penner PCR 法の導入による Campylobacter 

jejuni の菌型型別率の大幅な向上，令和 5 年度全国

公衆衛生獣医師協議会調査研究発表会（東京），

2023 年 9 月 

 

浅倉弘幸，横田翔太，磯貝まや，林 志直，永野美由

紀，藤原卓士，三宅啓文，長島真美，貞升健志：東京

都内で発生したノロウイルス食中毒事例における全

長遺伝子解析，第 44 回日本食品微生物学会学術総

会（大阪），2023 年 9 月 

 

浅倉弘幸，林 志直，長島真美，貞升健志：東京都内

の原因不明小児急性肝炎における病原ウイルスの探

索，第 64 回日本臨床ウイルス学会（静岡），2023

年 10 月 

 

熊谷遼太，糟谷 文，原田幸子，岡田若葉，長谷川

道弥，三宅啓文，長島真美，貞升 健志：東京都内

における流入下水中の新型コロナウイルスモニタリ

ング調査（2022 年），第 64 回日本臨床ウイルス学

会（静岡），2023 年 10 月 

 

黒木絢士郎，浅倉弘幸，長島真美，貞升健志：新型

コロナウイルス BA. 5 系統と BA. 2 系統の混合感染

疑い事例の全ゲノム解析，第 64 回日本臨床ウイル

ス学会（静岡），2023 年 10 月 

 

貞升健志：東京都における急性弛緩性麻痺（AFP）

検体の病原体検索、第 27 回日本ワクチン学会、第

64 回日本臨床ウイルス学会、2023 年 10 月、静岡市 

 

貞升健志，長島真美、吉村和久：東京都健康安全研

究センターにおいて実施した実践型検査訓練につい

て、第 82 回日本公衆衛生学会総会（つくば市），

2023 年 10 月 
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長島真美，貞升健志：新型コロナウイルス変異株

サーベイランスにおける検査手法の比較、第 82 回

日本公衆衛生学会総会（つくば市），2023 年 10 月 

 

浅倉弘幸，横田翔太，磯貝まや，林 志直，藤原卓士，

三宅啓文，長島真美，貞升健志： Identification of 

Causative Virus Using Next-Generation Sequencing and 

Newly Designed Real-time PCR in a Gastroenteritis 

Outbreak Case，第 22 回アジア獣医師会連合大会

（マレーシア），2023 年 11 月 

 

河上麻美代，北村有里恵，伊藤 仁，黒木絢士郎，

小泉美優，藤原卓士，椎野禎一郎，菊地 正，長島

真美，貞升健志，吉村和久：東京都内公的検査機関

での HIV 検査における HIV-1 陽性例を用いた分子生

物学的解析，第 37 回日本エイズ学会学術集会・総

会（京都），2023 年 12 月 

 

安藤尚克，水島大輔，高野 操，青木孝弘，渡辺恒

二，水戸部森歌，小林甲斐，三宅啓文，久保田寛顕，

鈴木 淳，貞升健志，岡 慎一，潟永博之：MSM に

おける Mycoplasma genitalium 感染症の有病率と耐

性率，第 37 回日本エイズ学会学術集会・総会（京

都），2023 年 12 月 

 

菊地 正，西澤雅子，小島潮子，大谷眞智子，Lucky 

Runtwene，椎野禎一郎，豊嶋崇徳，伊藤俊広，林田

庸総，潟永博之，岡 慎一，古賀道子，長島真美，

貞升健志，佐野貴子，近藤真規子，宇野俊介，谷口

俊文，猪狩英俊，寒川 整，中島秀明，吉野友祐，

堀場昌英，茂呂 寛，渡邉珠代，蜂谷敦子，今橋真

弓，松田昌和，重見 麗，岡﨑玲子，岩谷靖雅，横

幕能行，渡邊 大，阪野文哉，川畑拓也，藤井輝久，

高田清式，中村麻子，南 留美，松下修三，饒平名

聖，仲村秀太，健山正男，藤田次郎，吉村和久，杉

浦 亙：2022 年の国内新規診断未治療 HIV 感染者・

AIDS 患者における薬剤耐性 HIV1 の動向，第 37 回

日本エイズ学会学術集会・総会（京都），2023 年

12 月 

 

四本美保子，大北全俊，柏崎正雄，貞升健志，高久

陽介，日高庸晴，平賀紀行，白阪琢磨：エイズ予防

指針改正に向けた検討，第 37 回日本エイズ学会学

術集会・総会（京都），2023 年 12 月 

 

瀬戸那由太，福地貴彦，河上麻美代，長島真美，貞

升健志，畠山修司：ニューモシスチス肺炎で AIDS

を発症した seronegative HIV infection 症例における

抗体反応の推移，第 37 回日本エイズ学会学術集

会・総会（京都），2023 年 12 月 

 

赤瀬 悟，下島優香子，小野明日香，中里彩乃，三

関詞久，村上 昂，門間千枝，小西典子，横山敬子，

貞升健志：東京都内で発生したカンピロバクター食

中毒の患者および鶏肉の特徴，第 16 回日本カンピ

ロバクター研究会総会（大阪），2023 年 12 月 

 

［食品］ 

岩越一之，増渕珠子，松野郁子，瀬川雪乃，佐藤佑

亮，貞升友紀：指定成分ドオウレン中アルカロイド

の分析，日本法中毒学会第 42 年会，2023 年 6 月. 

  

岩越一之，増渕珠子，松野郁子，瀬川雪乃，佐藤佑

亮，貞升友紀：指定成分プエラリアミリフィカ分析

法の検討，日本食品化学学会第 29 回総会・学術大

会，2023 年 6 月. 

  

飯田憲司，田中智哉，観 公子，貞升友紀：保存条

件によるサバ中アミノ酸類及び不揮発性アミン類の

変動～ヒスチジン及びヒスタミンを中心に～，第

119 回食品衛生学会学術講演会(東京)，2023 年 10

月. 
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高梨麻由，松沢聡美，長谷川恵美，岡 優香，濵田

文香，田原正一，酒井奈穂子，岩波英恵，飯田憲司，

貞升友紀：食品中食物繊維の簡便かつ迅速な分析法

に関する検討，第 119 回食品衛生学会学術講演会

(東京)，2023 年 10 月. 

 

神田真軌：東京都における残留動物用医薬品の検査

について～バイオアッセイ及び LC-MS/MS 分析～，

日本薬学会第 144 回年会（横浜），2024 年 3 月． 

 

黒原 崇，多田敦子，建部千絵，五十嵐友希，熊坂

謙一，櫻井 光，佐々木隆宏，下山 晃，関戸晴子，

寺見祥子，山嶋裕季子，山本信次，横峯真吾，吉田

美佳：食品添加物試験法：プロピオン酸の簡便抽出

法を用いた GC による定量，日本薬学会第 144 年会

（横浜），2024 年 3 月 

 

岩越景子，上原さとみ，長谷部恵美，大須賀愛幸，

宮川弘之，大塚健治：かんきつ類中防かび剤の残留

実態と抵抗性真菌に関する研究，食品化学学会・第

29 回総会・学術大会（富山），2023 年 4 月  

 

小林麻紀，大町勇貴，森田有香，平石勇樹，横山知

子：窒素キャリアガス APCI イオン化法 GC-MS/MS

を用いた内臓試料中残留農薬分析法の検討，第 119

回日本食品衛生学会学術講演会（東京），2023 年

10 月． 

 

大澤佳浩，富澤早苗，上條恭子，山本和興，齋藤友

里，髙田朋美，小鍛治好恵，志良堂裕子，小山彩音，

野口舞子，横山知子：小麦中グリホサート及び代謝

物の分析法開発，第 119 回日本食品衛生学会学術講

演会（東京），2023 年 10 月． 

 

中島崇行，野口舞子，渡邊趣衣，富澤早苗，吉川聡

一，横山知子：農産食品中に残留する抗微生物薬３

系統６薬剤の一斉分析法の検討，第 119 回日本食品

衛生学会学術講演会（東京），2023 年 10 月． 

 

小池 裕，神田真軌，門間千枝，吉川聡一，横山知

子，横山敬子，笹本剛生：炒飯中の嘔吐毒セレウリ

ドの試験法開発及び産生実験による実用性の検証，

第 119 回日本食品衛生学会学術講演会（東京），

2023 年 10 月． 

 

［医薬品］ 

茂木友里、鈴木淳子、清水聖子、丸山祐可、高橋美

佐子、伊藤善光、浦出朋子、鈴木俊也、猪又明子：

THC 及び CBD 並びに両代謝物の GC-MS/MS 分析に

おける代替キャリアガスの検討，日本薬学会第 144

年会（横浜），2024 年 3 月． 

 

清水聖子，鈴木淳子，茂木友里，丸山祐可，高橋美

佐子，伊藤善光，浦出朋子，鈴木俊也，猪又明子：

LC-MS/MS を用いた THC 及び CBD 並びに両代謝物

の分析と加水分解処理による影響，日本薬学会第

144 年会（横浜），2024 年 3 月． 

 

市川瑶子，石澤不二雄，西山 麗，立川 孟，稻葉

毬恵，小杉有希，植村望美，佐藤美紀，鈴木俊也，

猪又明子：健康食品中のタダラフィルのスクリーニ

ング用検知管の適用拡大に向けた検討，第 37 回日

本中毒学会東日本地方会（茨城），2024 年 2 月． 

 

丸山卓郎、小栗一輝、清水聖子、鈴木淳子、小松か

つ子、川原信夫、河野徳昭、高野昭人、酒井英二、

木谷友紀、吉田雅昭、近藤誠三、政田さやか、中嶋

順一、山口茂治、徳本廣子、伊藤美千穂：日本薬局

方における生薬の基原及び性状記載の改正について，

第９回次世代を担う若手のためのレギュラトリーサ

イエンスフォーラム（東京），2023 年 9 月 
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［生活環境］ 

田原麻衣子，大貫 文，角田德子，大泉詩織，千葉

真弘，酒井信夫，五十嵐良明，泉山信司：VOC お

よびフタル酸エステル類の分析におけるカーボン系

捕集管の適用の検討，2023 年室内環境学会学術大会

（沖縄），2023 年 12 月． 

 

井口智義，木村悟朗，伊賀千紘，髙橋久美子，木下

輝昭，猪又明子：千葉県で捕集されたチャバネゴキ

ブリの薬剤抵抗性遺伝子保有状況，第 75 回日本衛

生動物学会大会（東京），2023 年 4 月． 

 

伊賀千紘，髙橋久美子，井口智義，木下輝昭，猪又

明子：東京都におけるコガタアカイエカ調査結果

（令和２年～令和４年），第 39 回日本ペストロ

ジー学会大会（神奈川），2023 年 11 月． 

 

井口智義，伊賀千紘，髙橋久美子，秦 和壽，木下

輝昭，猪又明子：東京都内におけるノシメマダラメ

イガの捕集状況（2019-2023），第 45 回都市有害生

物管理学会大会（神奈川），2024 年 3 月． 

 

香川（田中）聡子，森 葉子，田原麻衣子，大河原 

晋，磯部隆史，大貫 文，鈴木 浩，鳥羽 陽，中

島大介，藤森英治，植岡伸光，酒井信夫，神野透

人：空気試験法：総揮発性有機化合物（新規），日

本薬学会第 144 回年会（神奈川），2024 年 3 月． 

 

大貫 文，田原麻衣子，酒井信夫，高木規峰野，田

中礼子，村木沙織，斎藤育江，千葉真弘，大泉詩織，

大野浩之，若山貴成，鈴木 浩，鳥羽 陽，中島大

介，藤森英治，香川（田中）聡子，神野透人：空気

試験法：フタル酸ジ-n-ブチルおよびフタル酸ジ-2-エ

チルヘキシル 固相吸着-加熱脱離-ガスクロマトグ

ラフィー/質量分析法による定量（新規），日本薬学

会第 144 回年会（神奈川），2024 年 3 月． 

 

山崎貴子：GC/MS スクリーニング分析法を用いた

河川水試料の解析検証，環境科学会 2023 年会（神

戸），2023 年 9 月 

 

山崎貴子，栗田 翔，木下輝昭，猪又明子，野原健

太，中村 李，小林憲弘：GC/MS スクリーニング

分析による河川水中農薬類の実態調査，第 58 回日

本水環境学会年会（福岡），2024 年 3 月． 

 

高久靖弘，武藤千恵子，梅津萌子，田中和良，中村

広子，木下輝昭，猪又明子：MALDI-TOF MS を用

いた環境水中レジオネラ属菌の迅速検査法の検討，

日本防菌防黴学会第 50 回年次大会（大阪），2023

年 8 月． 

 

［生体影響］ 

田中豊人，鈴木 仁，猪又明子：ジノテフランのマ

ウスを用いた 2 世代行動発達毒性試験，第 50 回日

本毒性学会学術年会（横浜）2023 年 6 月 

 

田中豊人，鈴木 仁，猪又明子．ICR マウスの生殖

に影響する生物学的及び環境要因 日本哺乳類学会

2023 年度大会（沖縄県中頭郡）2023 年 9 月 

 

＜一般学会以外＞ 

［微生物］ 

上原さとみ：MALDI-MS による糸状菌の同定手法の

検討，MALDI-TOF MS 微生物同定コンソーシアム 

第 1 回シンポジウム，2023 年８月． 

 

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会関関東東甲甲信信静静支支部部第第 35

回回細細菌菌研研究究部部会会総総会会・・研研究究会会（（群群馬馬県県，，2024））＞＞ 

  

永田真理菜，小林真紀子，樋口容子，髙林晃子，齊
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木 大，横山敬子，貞升健志：食品からの腸管出血

性大腸菌ベロ毒素（VT）遺伝子検査法の検討． 

  

市川めぐみ，尾畑浩魅，西野由香里，福井理恵，三

橋華子，黒田寿美代，山崎華恵子，畠山 薫，横山

敬子，貞升健志：都内流通食品からの Escherichia 

albertii 検出状況． 

  

＜＜公公衆衆衛衛生生獣獣医医師師協協議議会会＞＞ 

令令和和 5 年年度度 全全国国公公衆衆衛衛生生獣獣医医師師協協議議会会 調調査査研研究究発発

表表会会（（WEB 開開催催，，2022）） 

 

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会関関東東甲甲信信静静支支部部 

研研究究部部会会＞＞ 

第第 35 回回細細菌菌研研究究部部会会研研究究会会（（高高崎崎，，2024）） 

  

＜＜衛衛生生微微生生物物技技術術協協議議会会＞＞ 

第第 43 回回研研究究会会（（岐岐阜阜，，2023）） 

村田理恵：ジビエとクジラとトキソプラズマ 

 

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会＞＞ 

第第 43 回回研研究究会会（（岐岐阜阜市市, 2023）） 

長島真美：急性脳炎・脳症、急性市感染麻痺の病原

体検索 

 

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会 関関東東甲甲信信静静支支部部＞＞ 

第第 37 回回ウウイイルルスス研研究究部部会会総総会会・・研研究究会会 

（（東東京京, 2023）） 

吉村和久：ウイルス感染症と歩んだ 35 年～HIV か

ら SARS-CoV-2 へ～ 

 

原田幸子, 熊谷遼太, 糟谷 文, 天野有紗, 岡田若葉, 

鈴木 愛, 矢尾板 優, 長谷川道弥, 森 功次, 三宅

啓文, 長島真美, 貞升健志：東京都における Orientia 

tsutsugamushi の検出状況（2020 年度から 2022 年

度） 

 

河上麻美代，北村有里恵，伊藤 仁，黒木絢士郎，

小泉美優，浅倉弘幸，根岸あかね，横田翔太，林 

志直，磯貝まや，九澤香織，藤原卓士，三宅啓文，

長島真美，貞升健志，足立拓也，村野弥生：HIV 母

子感染事例における東京都健康安全研究センターで

の検査対応 

 

黒木絢士郎，根岸あかね，横田翔太，浅倉弘幸，河

上麻美代，小泉美優，藤原卓士，三宅啓文，長島真

美，貞升健志：東京都内で検出された H5N1 鳥イン

フルエンザウイルスの分離および遺伝子学的解析 

 

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会 関関東東甲甲信信静静支支部部＞＞ 

第第 13 回回公公衆衆衛衛生生情情報報研研究究部部会会 総総会会・・研研究究会会 

（（千千葉葉市市, 2023）） 

貞升健志：「地方衛生研究所における感染症サーベ

イランス機能の強化について」感染症危機発生時の

迅速な対応を想定した実践型訓練について 

 

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会 近近畿畿支支部部＞＞ 

ウウイイルルスス研研究究部部会会総総会会・・研研究究会会 

（（堺堺市市, 2023）） 

長島真美：「ゲノム解析の今後について」東京都に

おけるエムポックスの検査対応について 

 

第第 19 回回東東京京都都福福祉祉保保健健医医療療学学会会 

（（東東京京, 2023）） 

熊谷遼太，長谷川道弥，原田幸子，糟谷 文，天野

有紗，岡田若葉，矢尾板 優，森 功次，三宅啓文，

長島真美，貞升健志：健康安全研究センターにおけ

る麻しん検査対応について 

 

［食品］ 

神田真軌：畜水産食品中残留動物用抗菌剤の生物学

的測定法～微生物を用いた測定によるスクリーニン
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グと LC-MS/MS の併用～，生物化学的測定研究会第

28 回学術集会（東京），2023 年 6 月． 

  

＜＜全全国国衛衛生生化化学学技技術術協協議議会会＞＞ 

第第６６００回回年年会会（（福福島島，，2023）） 

寺見祥子，滝川香織，首藤広樹，佐藤睦実，関根百

合子，草薙俊和，大野藍莉，杉木幹雄，鈴木公美，

藤田直希，安永 恵，渡部 緑，井原紗弥香，馬場

勇志，小川尚孝，大城聡子，仲眞弘樹，古謝あゆ子，

久保田浩樹，建部千絵，長尾なぎさ，多田敦子，杉

本直樹：令和 4 年度マーケットバスケット方式によ

る小児の食品添加物の一日摂取量調査 

 

多田敦子，堀江正一，内山陽介，栗田史子，安井明

子，杉浦 潤，大槻 崇，渡部 緑，團野武亘，久

保田浩樹，建部千絵，寺見祥子，日置冬子，佐藤恭

子，杉本直樹：食品中の食品添加物分析法改正に向

けた検討（令和 4 年度） 

 

佐々木隆宏，石井悦子，髙木優子，山嶋裕季子，下

井俊子，羽石奈穂子，小林千種，大塚健治：HPLC

を用いた食品中亜硝酸根及び硝酸根の同時分析法の

開発 

 

吉田あゆむ，森川麻里，佐々木隆宏，小林千種，山

嶋裕季子，大塚健治：コチニール色素を使用した輸

入マシュマロの 4-アミノカルミン酸検出事例 

  

大町勇貴，小林麻紀，森田有香，平石勇樹，横山知

子：GC-MS/MS を用いた養殖サーモンにおける飼料

由来の酸化防止剤分析法の検討. 

 

平石勇樹，小林麻紀，大町勇貴，森田有香，横山知

子：東京都における食品中残留農薬一日摂取量調査

（令和 3 年度）. 

 

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会関関東東甲甲信信静静支支部部  

研研究究部部会会＞＞  

第第 36 回回理理化化学学研研究究部部会会総総会会・・研研究究会会（（浜浜松松，，

2024）） 

大場由実，永野智恵子，吉川聡一，中島崇行，林 

洋，小池 裕，林 もも香，神田真軌，横山知子，

笹本剛生：LC-MS/MS を用いた乳中 β-ラクタム系抗

生物質の一斉分析法及び残留実態調査． 

 

田中智哉，髙橋良平，大河内聡子，飯田憲司，今井

浩一，貞升友紀：食品苦情対応の取り組みについて 

 

大須賀愛幸，宮川弘之，長谷部恵美，鈴木綾菜，岩

越景子，八巻ゆみこ，大塚健治：割りばしの防かび

剤一斉分析法についての検討 

 

［医薬品］ 

＜＜全全国国衛衛生生化化学学技技術術協協議議会会＞＞  

第第 60 回回年年会会（（福福島島，，2023）） 

丸山祐可，鈴木淳子，清水聖子，茂木友里，高橋美

佐子，伊藤善光，鈴木俊也，猪又明子：マオウに由

来するエフェドリン類の抽出法及び LC/MS/MS 一斉

分析の検討 

 

小峯宏之，塩田寛子，吉田正雄，林 剛，鈴木俊也，

猪又明子，久保田領志，河上強志，五十嵐良明：家

庭用品における有機水銀化合物の試験方法の検討 

 

＜＜第第 59 回回全全国国薬薬事事指指導導協協議議会会＞＞ 

（（岐岐阜阜，，2023）） 

西山 麗，小杉有希，立川 孟，植村望美，佐藤美

紀，鈴木俊也，猪又明子：キラルカラムを用いた N-

アセチルシステインの分析について 
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［生活環境］ 

＜＜全全国国衛衛生生化化学学技技術術協協議議会会＞＞ 

第第 60 回回年年会会（（福福島島，，2023）） 

大嶋直浩，髙木規峰野，酒井信夫，五十嵐良明，大

泉詩織，岩舘樹里，今野鈴子，大槻良子，草原紀子，

大竹正芳，角田德子，上村仁，田中礼子，高居久義，

渡邊好介，堀井裕子，望月映希，羽田好考，山本優

子，若山貴成，小寺 明，吉田俊明，古市裕子，八

木正博，伊達英代，高木春佳，島田友梨，松永尚子，

田崎盛也：令和 4 年度 室内空気環境汚染に関する

全国実態調査，2023 年 11 月． 

  

岡 優香，立石恭也，山崎貴子，栗田 翔，相原三

菜子，大貫 文，木下輝昭，猪又明子：令和 4 年度

東京都水道水質外部精度管理調査結果について-フッ

素，1,2-ジクロロエチレン-，2023 年 11 月． 

 

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会 

関関東東甲甲信信静静支支部部研研究究部部会会＞＞ 

第第 35 回回細細菌菌研研究究部部会会総総会会・・研研究究会会（（高高崎崎市市，，

2024）） 

 

高久靖弘，武藤千恵子，梅津萌子，大谷彩恵，田中

和良，中村広子，木下輝昭，猪又明子：水環境中の

レジオネラ属菌培養検査におけるエタンブトールを

用いた非結核性抗酸菌の抑制 

 

［精度管理］ 

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会関関東東甲甲信信静静支支部部  

研研究究部部会会＞＞  

第第 36 回回理理化化学学研研究究部部会会総総会会・・研研究究会会（（静静岡岡，，

2023）） 

 

稲葉涼太，森内理江，小田真悠子，草野友子，田村

康宏，永野美由紀，新開 敬行，三宅 一德：精度管

理調査試料の配付手段が生化学的検査に及ぼす影響

について 

 

［公衆衛生］ 

＜＜都都臨臨技技公公衆衆衛衛生生検検査査研研究究班班研研修修会会＞＞  

第第３３回回（（Web，，2024）） 

  

宗村佳子：動物由来感染症を取り巻く状況の変化と

東京都における動物由来感染症の発生状況 

  

＜＜地地方方衛衛生生研研究究所所全全国国協協議議会会保保健健情情報報疫疫学学部部会会＞＞  

令令和和５５年年度度全全国国疫疫学学情情報報ネネッットトワワーークク構構築築会会議議

（（Web，，2024）） 

  

村田ゆかり：東京都における梅毒の発生動向 

 

＜国際学会など＞ 

［微生物］ 

Konishi K.,Obata H.,Saiki D.,Okada W., Akase S., 

Monma C., Yokoyama K.., Sadamasu K.:Foodborne 

outbreak caused by Escherichia coli possessed the astA 

gene encording enteroaggregative E. coli heat-stable 

enterotoxin 1(EAST1) in Tokyo ， 57th US-Japan 

Cooprative Medical Science Program-Joint Panel 

Conference on Cholera and Other Bacterial Enteric 

Infection (Okinawa)，2023，Dec. 

 

［医薬品］ 

Seki, T., Inaba, M., Ichikawa-Kaji, I., Hsiao, Y., Ishizawa, 

F., Takahashi, Y., Sugano, Y., : Simultaneous screening of 

multiple drugs using detector tubes, The 10th 

International Congress of Asian Society of Toxicology 

(ASIATOX-X), Taipei City, Taiwan, July, 2023. 

 

［生体影響］ 

Hojo, M., Shimizu, M., Ikushima, K., Maeno, A., 

Sakamoto, Y., Yamamoto, Y., Taquahashi, Y., Kanno, J., 
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Hirose, A., Suzuki, J., Inomata, A., Nakae, D. : 

Phenotypic characterization of macrophages during 

peritoneal mesothelioma development induced by a 

multiwalled carbon nanotube in wild type C57BL mice, 

EUROTOX Congress 2023, Ljubljana, Sloˈveːnija, 

September, 2023. 

 

Tsuda, H., Ahmed, O., Saleh, D., Alexander, W., 

Alexander, D., Numano, T., Takase, H., Naiki-Ito, A., 

Hirose, A., Kanno, J., Yudasaka, M., Yuge, R., Tomono, 

S., Wei, M., Hojo, M., Tsuruoka, S. : Carcinogenicity risk 

assessment of various carbon nanotubes by intra tracheal 

intra-pulmonary spray (TIPS) dosing followed by 2-year 

observation, Inhaled Particles and NanOEH conference, 

Manchester, UK, May, 2023. 

 

Hirose, A., Maeno, A., Hojo, M., Taquahashi, Y., Yokota, 

S., Sakamoto, Y., Kanno, J.: Comparison of tumorigenesis 

of MWCNT by intratracheal instillations and inhalation, 

10th International Congress of ASIATOX 2023, Taipei, 

Taiwan, July, 2023. 
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